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研究成果概要 
本研究により最高エネルギー宇宙線観測装置 Pierre Auger 観測所により収集されたデ

ータを解析するシステムを開発した。Auger 観測所は南米アルゼンチンの草原にある

3000km2 の領域に建設された観測装置で、2002 年から建設と並行して観測を行ってき

た。2008 年に建設を終了し本格的な観測に入っている。それまで世界最大の宇宙線観測

装置であった AGASA と比べて、現在までに約８倍のデータを収集しており、1019eV 以

上のエネルギーを持った宇宙線を 4000 個以上観測している。これらのデータから 
1. 宇宙線のスペクトラムは 1018.5eV 付近で折れ曲がり、それ以上のエネルギーでハー

ドになる。 
2. 1019.5eV を超えるとフラックスが急激に減る。これは宇宙線と宇宙背景放射による光

子との相互作用から期待される結果と一致している。 
3. 宇宙線の到来方向に異方性が見られる。 
ことなどが分かっている。観測データは一日一回インターネットを通じフランスの研究

所にあるサーバに送られ、その後日本からデータをダウンロードし解析をしている。解

析結果はメールで共同研究者に送られると同時にグループ内部に WEB で公開されてい

る。この解析はより詳細な解析のための初期解析として活用されている。本研究では、

宇宙線研究所にある CPU クラスターを活用し、これら一連の解析作業を一日一回自動的

に行うシステムを開発し維持した。 
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